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概観	

飢饉の影響で、食糧を探しにモアブに
移住したエリメレク一家に、また災いが
訪れた。ナオミとルツの決断から、　　
神様の真実性を学びたい。	

アウトライン	

1．予期せぬ災い　  　　 　	

2．ナオミの信仰　   　　 　    　	

3．ルツの決断　   　      	
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1.	  予期せぬ災い	
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1）飢饉：ベツレヘム→モアブ；エリメレクと　
ナオミ（1:1）；モアブの歴史（創世記 19:37）。	

2）モアブ人との結婚：マフロンとルツ；キルヨ
ンとオルパ；モアブ人の信仰（民数記 21:29）。	

3）夫と子供の死：未亡人の立場（1:5）；後継
者がいない；実家に戻らせる選択（1:8-9）。	

4）レビレート婚：兄弟逆縁婚；高齢のため　
絶望的（1:12-13）；異国の生活が厳しい。　　
地域の神の概念；聖書の神の敗北？。	

	

	

2.	  ナオミの信仰	
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1）故郷のニュース：ベツレヘムとイスラエル
の神に対する思い（1:6）。 	

2）祝福の祈り：嫁、ルツとオルパに対する　
祝福の祈り（1:8-9）；神様に対する信頼→　
モアブ人に対しても祝福を施される。	

3）ナオミの沈黙：モアブの苦い思い出、恥ず
かしさ、うわさなど（1:18）。	

4）名前の変更：ナオミ→マラ（1:20-21）。　　
神様の主権を認め、悲しみを訴える。	

3.	  ルツの決断　	
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1）オルパとルツの違い：従順に従うオルパ
→断固に反対するルツ。	

2）大きな決断：自分の故郷を捨て、自分の
IDを変え、一緒に葬られる覚悟（1:16-17）。	

3）ナオミ一家の信仰の姿：10年間、モアブで
ナオミの信仰の姿に影響される。	

4）すべては神の御手に：エリメレク→マフロ
ン→ナオミ→ルツの決断＝人間の決断＜　
神のご計画；予期せぬ救い＝オベデ（4:17）。	

適用	
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1）苦難に遭っても、神様の主権を認める：　　　
絶望的な状況にあっても、神様は逃れの道を　
用意してくださることを受け入れるように。	

	

2）ありのままの感情と気持ちを神様に訴える：　　
全体の状況が見えない、限られた情報の中で、
心に湧いてくる怒り、不安、恐れなどを神様に　
訴えていくように。	


